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ミャンマーの交通事情

１．はじめに
　経済成長著しいミャンマー。インド、中
国、そしてASEAN諸国に囲まれたこの国
は、日本企業のみならず、世界中の企業から
の注目を集めています。しかし、ミャンマー
と接点を持ったことがある読者は、それほど
多くないのではないでしょうか。というの
も、ミャンマーでは知的財産制度が確立され
ていません…。日本企業や日系法律事務所の
進出も進んでいるようですが、こと知財の世
界では「未知の国」といわざるを得ない状況
にあります。

〈ミャンマー全図〉　©Google

　民主化の途上にあることで、生活水準は高
くないというイメージを持たれている読者も
少なくないでしょう。私もその中の一人であ
ったわけですが、実際にミャンマーを訪問し
てみると、そこには驚きの世界が広がってい
ました。本稿では、その中から、ミャンマー
の交通事情についてご紹介します。

２．カードが挿入されていません
　「カードが挿入されていません」。ヤンゴン
国際空港で手配したタクシーのエンジンがか
かった瞬間、車内に鳴り響いた第一声です。
車をお持ちの方はお分かりだと思います。こ
れは、ETCカードリーダの自動音声（ETC
カードリーダにETCカードが挿入されてい
ないことを警告するもの）です。どうやら、
手配したタクシーがETCカードリーダを搭
載したままの日本の中古車だったようです。
実は、ミャンマーでは、日本の中古車が大人
気。私の感覚では、道を走る車の半分以上

（８割近く）が日本の中古車です。中には、
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2. カードがささっていません
 「カードがささっていません」。ヤンゴン国際空港で手配したタクシーのエンジンがかかっ

た瞬間、車内に鳴り響いた第一声です。車をお持ちの方はお分かりだと思います。これは、

ETC カードリーダの自動音声（ETC カードリーダに ETC カードがささっていないことを警告

するもの）です。どうやら、手配したタクシーが ETC カードリーダを搭載したままの日本の中

古車だったようです。実は、ミャンマーでは、日本の中古車が大人気。私の感覚では、道を走

る車の半分以上（8 割近く）が日本の中古車です。中には、日本の商用車（屋号の表示「��工

務店」が残っているもの）や高校のスクールバスも走っています。もちろん、彼らは日本語の

音声や表記の意味を理解していません。

＜ヤンゴン市内の路線バスとして現役を続ける日本のスクールバスが＞

3. 自動車天国
 昨年、ベトナムのハノイを訪問したときには、バイクの多さに目を奪われました。その 9 割

以上が日本製だったことも印象的でした。ミャンマーもベトナムと同じ ASEAN の新興国。ベ

〈ヤンゴン市内の路線バスとして現役を続け
る日本のスクールバス〉
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本の商用車（屋号の表示「□□工務店」が残
っているもの）や高校のスクールバスも走っ
ています。もちろん、彼らは日本語の音声や
表記の意味を理解していません。

３．自動車天国
　昨年、ベトナムのハノイを訪問したときに
は、バイクの多さに目を奪われました。その
９割以上が日本製だったことも印象的でし
た。ミャンマーもベトナムと同じASEANの
新興国。ベトナムで見た景色を脳裏に浮かべ
ながら市内に出てみると、予想に反する光景
が広がっていました。
　ヤンゴンでは、バイクが走っていません。
これは、一般人のバイク利用が制限されてい
るためだそうです…。渋滞時を除けば、バイ
クがいない分、自動車は結構な速度で走るこ
とができます。
　一方、ネピドーでは、ハノイほどではない
ものの、バイクも見かけます。しかし、その
大半は中国製。バイクのユーザ層の給与水準
では、自動車はおろか、中古の日本製バイク
にも手が出ないそうです。

４．待たれる鉄道
　ヤンゴンは、慢性的な渋滞に悩まされてい
ます。渋滞に巻き込まれたときに周りを見渡
すと日本車だらけ。自分がどこにいるのかわ
からなくなる程です。鉄道もありますが、運
行が不安定なようで、主要な交通手段にはな
り切れていません。ヤンゴン市内に日本の鉄
道を導入すれば、渋滞の解消に一役買うこと
でしょう。
　また、ネピドーには、多くの行政機関（科
学技術省…を含む）のオフィスがあり、大勢
の公務員が居住しています。しかし、彼らの
大半はヤンゴンから転勤してきた人たち。週
末になると、ヤンゴンに戻って家族や友人と
過ごしているようです。そんな彼らにとって
欠かせないのが高速バス。ヤンゴン・ネピド

ー間の移動は、飛行機なら１時間程度です
が、高速バスでは５時間。しかし、高速バス
なら、飛行機の半分以下の料金で移動できる
ようです。現地で会ったミャンマー人の友人
も「高速バスは快適だ」といってネピドーを
夜中に出る高速バスに乗り込んでいました
が、聞くだけでハードな生活です。ヤンゴン
・ネピドー間を結ぶ新幹線は、彼らにの移動
をより快適なものにするでしょう。
　世界に誇れるMade… in…Japanの出番があり
そうです。

５．むすび
　日本政府は、様々なルートでミャンマーへ
の開発援助を行っています。街中で日本企業
の製品や看板を目にすることも珍しくありま
せん。もちろん、日本特許庁が支援している
知財制度構築の動きからも目が離せません。

〈ヤンゴン中心部を走る自動車〉
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